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私たちは普段、様々な相手と様々なものを交換しながら生きているが、交換場面においてその状況や相手の印象によって望ましいお返しのタイミングが異なるように思われる。そこで、本研究では、交換を、義務を「特定化」するか否かで経済的交換と社会的交換に分類するBlau (1964)の研究を背景にこの違いについて検討した。具体的には、まず経済的交換状況の場合、返報する側は、ある資源が将来に獲得されるときその価値を主観的に実際の価値よりも小さいものとみなしてしまう傾向である時間割引に従った反応を示すだろう、つまり、自分にとって相手に渡すものの価値は時間が経つにつれて下がるため、できるだけ遅く返報するはずだろうと考えた。一方、社会的交換状況で返報する側は相手の印象によって望ましい返報タイミングも変わり、相手の印象が良く今後も関係を続けたい場合、相手から交換関係が長続きしそうな相手だと判断してもらうために即座の返報は避けるが、逆に相手の印象が良くない場合は、恩義の感情から逃れるために即座に返報してしまいたいと思うだろう、と考えられる。

　このことについて検討するため、回答者に「経済的交換条件」「社会的交換条件」「社会的交換・好ましくない相手条件」のいずれかの刺激文を読ませ、相手にどのタイミングでお返しをしたいか尋ねた。
　その結果、社会的交換状況で好ましくない相手との交換をする場合では、経済的交換状況よりも、「早く返してしまいたい」と思うために早めの返報を好むということがわかった。また、社会的交換条件と他の2条件の間に有意差はみられなかったものの、望ましい返報タイミングは経済的交換条件＞社会的交換条件＞社会的交換・好ましくない相手条件の順で遅いタイミングが選択されるという、仮説通りの傾向がみられた。また、性別による探索的な分析も行ってみたところ、女性の方が男性よりも遅く返報しがちであるということがわかった。本研究の問題点として、第一に質問紙での条件操作が不十分であったこと、第二に性別による返報タイミングの差が想定外であったために男女のサンプルサイズが偏っていたことが挙げられるため、今後はこれらの点が改善された研究が期待される。
